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第１回坂祝町
学校の将来のあり方

検討委員会

６月27日(火) 15:00～

坂祝中央公民館

◇坂祝町学校の将来のあり方
検討委員会とは

○本委員会は令和5年5月臨時議会で設置を決

定

○これからの時代に即した本町がめざすべき教育と

今後の児童生徒数の状況、町の財政状況を踏

まえた本町がめざすべき教育にふさわしい学校施

設環境について検討をいただく委員会
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◇坂祝町公共施設等総合管理計画

小学校は築57年

中学校は築48年

小中学校を安全な場所への統合も考えられる

＜令和4年3月 坂祝町＞

ともに土砂災害や浸水等の可能性がある区域

坂祝町 洪水・土砂災害ハザードマップ
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◇子どもたちを真ん中に据えた
将来を考える委員会に

予測困難といわれる未来

その未来を生きる子どもたちにとって

①ふさわしい教育内容・教育課程

②それを実現するために

ふさわしい学校施設とは…

私たち大人が責任をもって検討したい

◇子どもたちを真ん中に据えた
将来を考える委員会に

その未来を生きる子どもたちにとって

ふさわしい教育内容・教育課程とは

①義務教育学校

②小中一貫校

③現在のような小学校と中学校

のどれがよいのか…
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◇子どもたちを真ん中に据えた
将来を考える委員会に

その教育内容・教育課程を

実現するためにふさわしい学校施設とは

①施設一体型

②施設併設型

③分離型

のどれがよいのか…

坂祝町教育大綱 令和3年度～令和12年度

◇めざす子どもの姿
豊かな心をもち、自ら実践するたくましい坂祝の子

＜方針＞
・園・小・中連携のもとで、一人一人に「生きる力」を育む指導
をする

・園や学校の保育・教育目標が、一人一人の子どもの姿に具
現される園・学校経営を行う

【園・学校で育む力＝「生きる力」】
・豊 か さ … 豊かな人間性や社会性
・確 か さ … 課題解決に向け、自ら考え、仲間とともに新た

な価値や創造を生み出す力
・たくましさ … 自己実現に向けた粘り強くやり抜く力
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義務教育学校 小中一貫校（併設型・連携型）

編
成

・小中の区切りを減らし、新たに9年

間をトータルで考える仕組み

・1人の校長で、一つの組織

・学年を「６・３」だけではなく、「５・４」

や「４・３・２」という工夫した枠組み

で編成

※教員は小中両面が原則

・従来の小中学校を活かしながら、９

年間をトータルで考える仕組み

・それぞれに校長や教職員の組織が

ある

・学年を「６・３」という従来の枠組みで

編成

※教員はそれぞれの免許があればよ

い

施
設
形
態

・「施設一体型」が多い

※学校の統廃合によって、新たに創

設される学校が多い

・「施設併設型」または「施設分離

型」が多い

※どちらも校舎は別であるが、分離型

は既存の小学校と中学校をそのま

ま一貫校としたものが多い

◇義務教育学校・小中一貫校比較

今後の検討内容の見通し

第1回
（6月）

・検討委員会設立、委員の委嘱
・検討委員会の趣旨、坂祝町の教育の現状

第2回
（8月）

・未来を生きる子どもたちにとって、ふさわしい
教育内容・教育課程の検討

第3回
（10月）

・未来を生きる子どもたちにとって、ふさわしい
教育内容・教育課程の検討、それにふさわし
い学校施設の検討

第4回
（12月） ・坂祝町の教育にふさわしい学校施設の検討

第5回
（2月） ・答申案の検討、答申書の提出
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坂祝町の学校設立ロードマップ(案)

2023年
令和5年度

○坂祝小中学校の
在り方検討委員会

（年3～5回程度の会で答申）

・メリット、デメリット
を比較しながら、
坂祝町の子どもた
ちのためになる小
中学校の在り方を
考える

2024年
令和6年度

○CS、小中学校及び公民館での
説明会・意見聴取

○基本構想・設立準備委員会

・検討委員会の答
申をもとに、住民
の意見も聴取

2031年？
令和13年度

○坂祝町の小・中学校開校


